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防
災
だ
よ
り
第
21
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　
相
変
わ
ら
ず
世
界
中
で
異
常
気
象

や
火
山
の
噴
火
、
地
震
な
ど
が
続
い

て
い
ま
す
。
長
い
地
球
の
歴
史
か
ら

見
る
と
そ
ん
な
時
期
が
あ
っ
て
も
不

思
議
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
今
現

在
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は

不
安
が
募
り
ま
す
。
今
年
の
春
先
に

は
当
会
と
親
し
く
お
付
き
合
い
を
し

て
い
る
大
阪
の
枚
方
寝
屋
川
防
災
協

会
の
地
域
に
も
地
震
が
あ
り
、
幸
い

に
も
被
害
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
安

心
し
ま
し
た
が
、
お
見
舞
い
の
挨
拶

と
さ
さ
や
か
な
が
ら
救
援
金
を
贈
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
理
事
会
に

は
報
告
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
皆
様

方
に
も
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
さ
ら
に
夏
に
は
台
風
や
豪

雨
の
影
響
で
河
川
の
氾
濫
な
ど
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
も
、「
騒

ぐ
ほ
ど
で
は
な
い
」
と
事
務
局
か
ら

連
絡
は
受
け
て
い
ま
す
が
、
来
年
の

二
月
、
当
会
の
十
周
年
記
念
事
業
の

時
に
は
多
数
来
八
さ
れ
る
で
し
ょ
う

か
ら
、
そ
の
際
皆
様
方
か
ら
も
お
見

舞
い
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
中
心
街
に
『
マ
チ
ニ
ワ
』
が
オ
ー

プ
ン
し
、
訪
れ
る
人
の
休
息
所
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
ガ
ラ
ス

張
り
の
建
物
は
中
も
明
る
く
と
て
も

居
心
地
の
良
い
環
境
で
、
大
画
面
の

テ
レ
ビ
も
嬉
し
く
、
こ
の
夏
の
甲
子

園
大
会
で
八
戸
球
児
の
活
躍
を
ご
覧

に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
中
身
が

充
実
し
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
楽
し
み

な
こ
と
で
す
。
天
災
な
ど
で
壊
れ
た

り
、
不
逞
な
輩
に
傷
つ
け
ら
れ
た
り

し
な
い
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

念
じ
ま
す
。

　
市
内
で
は
な
い
で
す
が
、
階
上
の

大
蛇
に
『
あ
る
で
ぃ
ー
ば
』
と
い
う

施
設
が
で
き
た
の
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
ド
ラ
イ
ブ
の
休
憩
と
地
場
の

鮮
魚
や
加
工
品
の
販
売
所
を
兼
ね
、

簡
単
な
食
事
も
で
き
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
眺
め
も
良
く
、
開
設
以
来
予
想

を
超
え
る
盛
況
で
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
二
階

が
、
津
波
や
高
波
に
襲
わ
れ
た
場
合

の
緊
急
避
難
所
の
役
目
を
持
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
七
年
前
の
教
訓
が

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
生
か
さ
れ
て
い
る

の
か
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
現
在
建

設
中
の
蕪
嶋
神
社
社
務
所
も
緊
急
避

難
所
に
な
り
得
る
こ
と
を
見
込
ん
で

い
る
と
宮
司
さ
ん
か
ら
聞
き
及
ん
で

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
真
剣
に
災
害
と
向
き

合
っ
て
い
る
の
は
頼
も
し
い
限
り
で

す
。
私
た
ち
も
自
分
の
関
わ
る
地
域

や
事
業
所
が
ど
う
し
た
ら
よ
り
安
全

安
心
な
場
所
で
居
続
け
ら
れ
る
の
か
、

考
え
続
け
て
行
き
た
い
と
ご
提
案
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
当
会
の
活
動
に
深
い
ご

理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。平

素
よ
り
、
消
防
行
政
及
び
八
戸

地
域
防
災
協
会
事
業
の
円
滑
な
推
進

に
格
別
の
御
尽
力
、
御
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は 

、
10
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
様
々
な
防
災
活
動
を
行
い
、

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社

会
の
構
築
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
、深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
私
こ
と
、
平
成
30
年
４
月
１

日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
消
防
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
我
々
消
防
の
究
極
、
普
遍
の
目

標
で
あ
る『
住
民
生
活
の
安
全
確
保
』

の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
７
月

に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
、
さ
ら

に
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
相
次
い
で

上
陸
し
た
台
風
は
、
日
本
列
島
各
地

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
首
都
直
下
地
震
・
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
政
府
の
地

震
調
査
委
員
会
が
、
千
島
海
溝
沿
い

で
今
後
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.8
以
上
の

超
巨
大
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
新
た
な
評
価
を
公
表
し
た

ほ
か
、
三
陸
沖
北
部
で
は
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
地
震
が
今
後

30
年
以
内
に
90
％
程
度
の
確
率
で
起

き
る
と
予
想
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
幅
広
い

危
機
管
理
の
必
要
性
が
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
一
端
を
担
う
消
防

の
責
務
は
極
め
て
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
、
貴
協
会
と

当
消
防
本
部
が
一
体
と
な
っ
た
消
防

行
政
の
推
進
と
、
災
害
の
未
然
防
止

及
び
被
害
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
御
協
力
、
御
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の

御
発
展
と
、
会
員
事
業
所
の
御
隆
盛

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
、
当
協
会
事
務
局
の
あ
る
八

戸
消
防
本
部
予
防
課
職
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
橋
　
本
　
広
　
功
（
課
　
　
　
　
長
）

　
松
　
坂
　
　
　
元
（
課
長
補
佐
）

　
三
　
浦
　
忠
　
則

（
副
参
事
兼
保
安
調
査
班
長
）

　
菊
　
地
　
　
　
潤

（
副
参
事
兼
設
備
指
導
班
長
）

◎
小
笠
原
　
大
　
樹
（
副

参

事
）

　
佐
々
木
　
隆
　
行
（
保
安
調
査
班
主
査
）

　
沢
　
田
　
信
　
悟
（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
岩
　
澤
　
晃
　
一
（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
松
　
井
　
孝
　
成
（
設
備
指
導
班
）

　
石
　
村
　
正
　
平
（
保
安
調
査
班
）

　
松
　
倉
　
敏
　
昭
（
予
防
査
察
担
当
）

　
中
　
村
　
繁
　
樹
（
予
防
査
察
担
当
）

　
山
　
内
　
秀
　
夫
（
予
防
査
察
担
当
）

　
田
　
中
　
正
　
二
（
予
防
査
察
担
当
）

＜

協
会
臨
時
事
務
職
員＞

◎
淡
　
路
　
　
　
恵 （
Ｈ
29
・
12
・
１
採
用
）

　
　
　
　
　
※
◎
は
、
事
務
局
担
当

　
今
後
と
も
︑
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒
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定
時
総
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、「
第
10
回

防
災
意
見
発
表
会
」
が
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
２
階
桜
の
間
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
会

員
事
業
所
か
ら
３
名
、
消
防
職
員
１
名
の

計
４
名
の
方
が
防
災
に
関
す
る
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　
発
表
者
の
貴
重
な
体
験
や
提
言
に
、
出

席
し
た
多
く
の
会
員
が
聞
き
入
り
、
大
変

有
意
義
な
意
見
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。
　

　

　
上
野
消
防
長
か
ら
、「
本
日
、
こ
こ
に

お
集
ま
り
の
皆
様
が
、
今
後
、
職
場
は
も

と
よ
り
地
域
、
そ
し
て
家
族
に
防
災
意
識

を
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。」と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
消
防
と
私
」

　
松
橋
さ
ん
は
、
中
学
生
の
頃
の
昭
和
57

年
に
33
名
も
の
死
者
を
出
し
た
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
火
災
を
テ
レ
ビ
で
見

て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
さ
ら
に
は
父
親
か

ら
も
「
ホ
テ
ル
は
危
険
だ
か
ら
勤
め
な
い

ほ
う
が
よ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、
今

で
も
心
に
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
ホ
テ
ル
に
就
職
さ
れ
、
耐
震

補
強
工
事
や
防
火
防
災
の
両
方
で
ご
苦
労

さ
れ
た
中
で
、
企
業
・
組
織
・
個
人
が
一

体
と
な
っ
た
防
災
活
動
に
取
り
組
も
う
と

す
る
熱
意
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　「防
災
に
つ
い
て
」

　
類
家
さ
ん
は
、
各
地
で
発
生
し
て
い
る

地
震
・
津
波
・
台
風
・
集
中
豪
雨
な
ど
の

災
害
か
ら
、
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
、
日
々

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
た
び
に
他
人
ご
と
で
は

な
い
と
感
じ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
７
年
が
経
過
し
た
今
、
実
際
の
災
害
時

に
は
、
一
人
一
人
が
防
災
意
識
を
持
ち
、

「
自
助
」「
共
助
」
の
重
要
性
を
知
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
磯
島
さ
ん
は
、
勤
務
先
で
取
り
組
ん
で

い
る
防
災
・
防
火
活
動
の
中
で
、
災
害
に

遭
っ
た
時
の
た
め
に
、「
包
丁
を
使
わ
な

い
防
災
給
食
作
り
」
を
園
児
に
体
験
さ
せ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
「
子
供
た
ち

が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
し
っ
か
り
と
行
動

で
き
る
よ
う
に
育
て
て
い
き
た
い
」
と
の

決
意
に
満
ち
た
発
表
で
し
た
。

「
新
し
い
連
携
の
か
た
ち
」
　
　
　

　
消
防
職
員
の
上
野
さ
ん
は
、
今
年
２
月

９
日
に
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
、
消
防
職

員
意
見
発
表
会
の
青
森
県
大
会
に
八
戸
消

防
本
部
の
代
表
と
し
て
出
場
、
見
事
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　「
働
き
方
改
革
」
に
伴
う
、
核
家
族
化

や
女
性
の
社
会
進
出
が
増
え
て
い
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中
で
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消
防
職
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の
非
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召
集
時
に
子
供
の
預
け

先
が
な
い
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い
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課
題
を
解
決
す
べ
く
、

「
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
災
害
時
の
保
育

制
度
」
の
導
入
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

株式会社八戸パークホテル
松橋　満幸さん

第10回 防災意見発表会

八戸液化ガス株式会社
類家　英二さん

幼保連携型認定こども園
こどもの城保育園
磯島侑希子さん

「
こ
ど
も
の
城
保
育
園
で
取
り
組
ん
で

い
る
防
災
・
防
火
活
動
に
つ
い
て
」

三戸消防署　田子分署
上野寿希也さん
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去
る
５
月
30
日
（
水
）、
八
戸
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
２
階
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

会
員
₁₁₀
名
が
出
席
し
、
北
向
副
会
長
の
開

会
の
言
葉
で
、
平
成
30
年
度
八
戸
地
域
防

災
協
会 

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
大
黒
会
長
か
ら
の
ご
挨

拶
が
あ
り
、
そ

の
後
、
会
長
が

議
長
を
務
め
平

成
29
年
度
の
事

業
結
果
・
収
支

決
算
報
告
及
び

平
成
30
年
度
の

事
業
計
画
・
収

支
予
算
（
案
）

を
事
務
局
が
説

明
し
承
認
・
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
終
了
後
に

は
、
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
感
謝

状
と
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
功
労
者
表
彰

受
賞
者
は
次
の
方

々
で
す
。

◎
故
田
名
部
喜
栄

前
副
会
長
（
ご
令

室
の
田
名
部
厚
子
様
出
席
）、
金
正
夫
前

副
会
長
、
島
浦
千
晴
前
理
事
、
栁
谷
利
通

前
理
事
（
欠
席
）、
田
端
民
夫
前
理
事（
欠

席
）、鳥
谷
部
富
子
前
参
与（
欠
席
）

　
最
後
に
、
椛
沢
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉

で
総
会
は
、
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
後
に
は
同
会
場
に
お
い
て
、

多
く
の
来
賓
を
招
待
し
て
の
懇
談
会
が
行

わ
れ
、
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

平成30年度　定時総会開催

１
　
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業

（
１
）
住
宅
用
火
災
警
報
器
寄
贈
設
置

（
２
）
電
気
・
水
道
、
燃
焼
器
具
設
備
等

　
　
の
点
検
修
理

２
　
防
火
防
災
思
想
普
及
事
業

（
１
）
火
災
予
防
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
作
成

　
　
及
び
配
布

（
２
）
各
種
防
火
チ
ラ
シ
作
成
及
び
配
布

３
　
研
　
修

（
１
）
消
防
設
備
等
の
研
修

（
２
）
各
種
施
設
等
の
見
学

（
３
）
講
演
会
の
開
催

（
４
）
消
火
訓
練
の
実
施
及
び
各
種
訓
練

　
　
へ
の
参
加

（
５
）
救
命
講
習
の
実
施

（
６
）
防
災
士
の
養
成

４
　
機
関
紙
の
発
行

５
　
消
防
関
係
資
格
取
得
講
習
会
等
の
後

援
及
び
情
報
提
供

（
１
）
防
火
管
理
者
新
規
講
習
会
の
後
援

　
　
及
び
実
施
の
周
知

（
２
）
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
後
援

（
３
）
消
防
設
備
士
試
験
、
事
前
講
習
会

　
　
等
の
情
報
提
供

６
　
幼
年
・
少
年
・
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
の

育
成
援
助 

７
　
加
入
促
進
事
業
の
推
進

８
　
八
戸
地
域
防
災
協
会
設
立
₁₀
周
年
記

念
事
業

平
成
30
年
度

　事
業
計
画

 

○
４
部
会

　
・
有
限
会
社 

大
坂
室
内

　
・
八
戸
市
立
西
白
山
台
小
学
校

○
５
部
会

　
・
有
限
会
社 

佐
藤
鉄
筋
興
業

○
６
部
会

　
・
株
式
会
社
林
材
セ
ン
タ
ー

　
・
八
戸
電
気
工
事
業
協
同
組
合

　
・
み
ち
の
く
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー株

式
会
社

平
成
30
年
度

新
規
加
入
事
業
所
紹
介

昨年ご逝去された故田名部喜栄前副会長の
ご令室田名部厚子様へ感謝状と記念品を贈呈

八
戸
地
域
防
災
協
会
の
歌

作
詞・作
曲
　
大
　
黒
　
裕
　
明

一

　緑
あ
ふ
れ
る
わ
が
ま
ち

　
　
　人
の
情
け
も
あ
ふ
れ
て
る

　
　こ
の
幸
せ
を

　
　
　守
っ
て
育
て
た
い

　
　防
災
、
防
災

　
　
　情
熱
注
い
で
手
を
繋
ご
う

　
　防
災
、
防
災

　
　
　八
戸
地
域
防
災
協
会

二

　海
に
開
け
た
わ
が
ま
ち

　
　
　山
の
恵
も
ふ
ん
だ
ん
に

　
　こ
の
賑
わ
い
を

　
　
　失
く
し
て
な
る
も
の
か

　
　防
災
、
防
災

　
　
　郷
土
を
守
っ
て
立
ち
上
が
る

　
　防
災
、
防
災
、

　
　
　八
戸
地
域
防
災
協
会
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平
成
30
年
度
の
防
火
管
理
に
関
す
る
資

格
取
得
講
習
会
が
、
八
戸
消
防
本
部
５
階

の
研
修
室
に
お
い
て
、６
月
27
・
28
日
、７

月
11
・
12
日
、
８
月
１
・
２
日
の
各
二
日
間
、

計
３
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
法
に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上
の
防

火
対
象
物
は
、
防
火
管
理
の
資
格
を
有
す

る
者
を
防
火
管
理
者
と
し
て
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
本
講
習
会
は
、
そ
の
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
も
の
で
、
八
戸
地

域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
が

主
催
、
当
協
会
が
後
援
と
な
り
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
甲
種（
す
べ
て
の
建
物
を
管
理
で
き
る
）

の
み
実
施
し
た
今
回
の
講
習
会
で
は
、
計

₃₅₁
名
の
方
が
防
火
管
理
の
資
格
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
々
に
は
、

防
火
管
理
体
制
の
充
実
、
強
化
に
御
尽
力

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。修了証の交付

　
種
差
少
年
自

然
の
家
に
お
い

て
、
７
月
25
日

（
水
）か
ら
７
月

27
日（
金
）ま
で

の
２
泊
３
日
で

第
41
回
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
及
び

消
防
体
験
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
ク
ラ
ブ

員
以
外
か
ら
も
体

験
希
望
者
を
募
り
、

４
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
91
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
当
協
会
は
、
研

修
会
の
後
援
と
な

っ
て
お
り
入
所
式

で
は
、
大
黒
会
長

か
ら
励
ま
し
の
言

葉
と
と
も
に
記
念

品
と
し
て
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
入
り

ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
を
全
員
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
防
災
意
識
を
育
む
目
的
で
実
施
し
て
い

る
こ
の
研
修
で
は
、
各
々
が
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
協
調
性
や
指
導
力
を
身
に
付
け
、

災
害
時
の
状
況
判
断
や
価
値
観
を
共
有
す

る
た
め
、
避
難
訓
練
、
消
火
訓
練
、
地
震

体
験
、
濃
煙
体

験
な
ど
を
実
施
、

さ
ら
に
は
班
ご

と
に
火
災
・
救

急
事
案
な
ど
の

対
応
を
寸
劇
で

披
露
す
る
ス
タ

ン
ツ
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、

３
日
間
寝
食
を

共
に
し
た
仲
間

た
ち
と
の
別
れ

を
惜
し
み
、
涙

す
る
参
加
者
も

お
り
、
充
実
し

た
研
修
と
な
っ

た
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　防
火
管
理
に
関
す
る

資
格
取
得
講
習
会
︵
後
援
︶

第
41
回
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

及
び
消
防
体
験
研
修
会
（
後
援
）
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五
戸
消
防
署
は
、
旧
庁
舎
か
ら
の
移
転

を
終
え
、
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
新
庁
舎
は
、
大
規
模
地
震
災
害
時

に
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
で
き

る
耐
震
性
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
太
陽

光
発
電
設
備
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を
導
入

し
、
経
済
性
や
環
境
に
も
配
慮
し
た
庁
舎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
訓
練
塔
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
訓
練
施
設
は
、
消
防
職
員
の
み
な
ら
ず

消
防
団
等
関
係
機
関
と
の
連
携
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
種
多
様
な
災
害

へ
の
対
応
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
敷
地
は
、
大
規
模
災
害
時
に
、
緊
急
援

助
隊
の
集
結
場
所
と
し
て
利
用
可
能
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
使
用

で
き
る
場
外
離
着
陸
場
も
併
設
し
て
お
り
、

五
戸
町
の
「
安
全
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
る

防
災
拠
点
施
設
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

【
庁
舎
概
要
】

　
敷
地
面
積
　
６
４
３
４
．
５
１
㎡
　

　
構
　
　
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
階
　
　
数
　
地
上
２
階

　
庁
舎
面
積
　
１
２
０
８
．
３
４
㎡

【
訓
練
塔
の
概
要
】

　
Ａ
　
　
　
棟
　
鉄
骨
造
５
階
建
て

　
　
　
　
　
　
　（
２
１
４
．
９
２
㎡
）

　
Ｂ
　
　
　
棟
　
鉄
骨
造
３
階
建
て

　
　
　
　
　
　
　（
１
４
６
．
２
５
㎡
）

１階　五戸消防署 ２階　五戸消防署・五戸町消防団

訓練塔

車庫
車庫屋上
太陽光パネル 男子仮眠室 女子仮眠室

事務室 署長室 大会議室

食堂 着装室 団長室 訓練棟Ａ棟
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広 域 圏 内 の 火 災 概 況（平成30年1月1日～6月30日）
◇　火災発生状況　◇
　平成３０年上半期の火災の発生状況は、総出火件数が71件で、前年に比べ２１件の増加となっている。
　火災種別では、建物火災３５件（前年比１１件増）、林野火災７件（同２件増）、車両火災６件（同３件
増）、その他の火災２３件（同５件増）となっている。
　焼損棟数は、４９棟 (同６棟増 )、り災世帯は２０世帯（同４世帯減）、り災人員は３６人（同３２人減）、
死者は３人（同１人増）で、負傷者は６人（同１２人減）となっている。
　損害額は６，３７６万５千円（前年比８７６万円減）となってる。 △は減少

区　　　分 平成30年（Ａ） 平成29年（Ｂ） 増減（Ａ）−（Ｂ）
　７１ ５０ ２１

火
災
種
別

建　　　物 　３５ ２４ １１
林　　　野 　７ ５ ２
車　　　両 ６ ３ ３
船　　　舶
航　空　機
そ　の　他 　２３ １８ ５

焼　損　棟　数　（棟） ４９ ４３ ６
程
　
　
　
度

全　　　焼 １８ １３ ５
半　　　焼 ３ ２ １
部　分　焼 ２３ １３ １０
ぼ　　　や ５ １５ △１０

り　　災　　世　　帯 　２０ ２４ 　△　４
程
　
度

全　　　損 ７ ７
半　　　損 １ １
小　　　損 １２ １７ △　５

り　災　人　員　（人） ３６ ６８ △３２
死　　　　　者　（人） ３ ２ １
負　　傷　　者　（人） ６ １８ △１２
建 物 焼 損 面 積　（㎡） ２, ２６５ ２, ２６６ △　１
建物焼損表面積　（㎡） ２４３ ２９２ △４９
林 野 焼 損 面 積　（ａ） ２１６ ５６ １６０
損　　害　　額 （千円） ６３, ７６５ ７２, ５２５ △８, ７６０

種
　
　
　
別

建　　　物 ６０, ６０３ ７０, ８９１ △１０, ２８８
林　　　野 １, ２９１ ９８６ ３０５
車　　　両 １, ０８４ ５５３ ５３１
船　　　舶
航　空　機
そ　の　他 ７８７ ９５ ６９２

総 出 火 件 数

一般社団法人日本火災報知機工業会


